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―― 実施期間：平成３１年３月１日（金）から７日（木）まで ―― 

 

平成 23年 6月 1日から、全ての住宅に住宅用火災警報器

の設置が義務付けられました。火災から大切な家族を守るた

め、未設置の場合は早急に設置しましょう。 

すでに設置済みの場合は、適正に維持管理しましょう。 

１．寝室として使用する部屋に設置します。 

２．寝室のある階から避難する階段の上部に設置します。 

※寝室とは、普段就寝している部屋のことで、主寝室のほか、子供部屋など

も含まれます。 

  台所、居室には設置の義務はありませんが、設置を推奨しています。 

住宅火災では、逃げ遅れが原因で死亡するケースが非常に多く、なかでも寝ているときに犠牲にな

る危険性が高くなっています。寝ている深夜の時間帯の火災発生件数は、日中の約３分の１ですが、

死者数について見ると、なんと深夜帯のほうが約２倍も多くなっています。そのため寝ている時に火

災に気付くよう、『寝室』への設置が有効なのです。 

また、煙は階段を通じて上階へ広がることから、上階に煙が充満する前に警報を発して避難を促す

ため、『階段』への設置も義務付けられています。 

 

☆なぜ『寝室』や『階段』への設置が必須なの？ 

 

☆設置が必要な箇所 

 

☆この運動は、火災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、市民の防火防災

に関する意識や防災行動力を高め、火災の発生を予防し、火災による被害を

最小限にとどめることを目的としています。 

☆消防職員・消防団員が一般家庭を訪問し、防火指導と住宅用火災警報器の設置状況の調査

を実施します。 

・実施日時：平成３１年３月２日（土）、３日（日）９時００分～１１時００分 

・実施場所：福島南消防署：飯野町大久保地区の一部 

      信夫分署：上鳥渡地区の一部 

      杉妻出張所：吉倉地区の一部 

※防火防災に関する質問があれば、この機会にどうぞ！！ 



火災種別 件数 

建物火災 ４４ 

その他の火災 １７ 

車両火災 １２ 

林野火災  ３ 

合 計 ７６ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

第１位(11件) 第２位(6件) 第２位(6件)  

救急車を呼ぶ時の番号は『 １１９番 』です。 

救える命を救うためには、応急手当が重要です。 

応急手当が必要な場合は、消防本部から電話で指示されます。 

 

救急車が到着するまではどうしても時間がかかります。 

いざというときに、大切な方を救うためにも、正しい応急手当を身につけておきましょう。 

 

応急手当をしている人以外にも人手がある場合は、救急車が来そうなところ

まで案内に出ると到着が早くなります。 

 

お近くの消防署では応急手当の講習を行なっています。 

消防署の電話番号は、市役所等のホームページなどで調べることができます。 

 

救急車を呼んだら、こんなものを用意しておくと便利です。 

・保険証や診察券 ・お金 ・靴 ・お薬手帳（飲んでいる薬） 

救急車が来たら、こんなことを伝えてください。 

・事故や具合が悪くなった状況 

・救急隊が到着するまでの変化 

・行なった応急手当の内容 

・具合が悪い方の情報 

（持病、かかりつけ病院やクリニック、普段飲んでいる薬、医師の指示等） 

※福島市では、 

救急車到着まで 

平均８.５分 

「救急安心お守りカード」

を事前に作成し、救急隊に渡

していただければ、時間を短

縮することができます。 

※カードは各消防署、支所等

で入手可能です。また福島市

消防本部のホームページか

らダウンロードすることも

できます。 

たばこ 放火・放火の疑い ストーブ 

平成３０年に発生した福島市の火災件数は７６件（前年比１２件減）

で、火災による死者は７人です。 

火災種別では、建物火災が４４件でトップ、次いでその他の火災（枯

草火災など）が１７件、車両火災が１２件の順になっています。火災の

原因では、放火・放火の疑いによるものが１１件と最多であり、ストー

ブとたばこによるものが各６件ずつで同率２位となっています。地域ぐ

るみで放火されない環境づくりに努めることが大切です。 

 


